
 

校報 ひたみちっ子 
 

 

 

 

３月１２日(火)の全校朝会で、３学期「そうじがんばり賞」の表彰が行われました。 

また、１年間がんばり続けた「年間そうじがんばり賞」の人も表彰されました。 

 

 

 

 

 

 

 

その中でも特に、６年生の北村亜望さんと

三島にかさんは、６年間を通してずっとそう

じをがんばって、「そうじがんばり賞」をも

らい続けることができたそうです。本当にす

ばらしいですね。 

 先日も学校に来られた方が、 

「学校の中がきれいですね。特に廊下がピカ

ピカで。子どもたちや先生方がそうじをがんば

っていることがよく分かります。」 

と、ほめてくださいました。 

子どもたちと教職員が、毎日「もくもく掃除」に励んでいる、その努力の成果です。 

「継続(けいぞく)は力なり」です。今後も、「こつこつと努力することの大切さ」を忘れず、自分

の目標に向かって力を伸ばしていってほしいです。 

ぜひ亜望さんやにかさんをお手本にして、これからもそうじをが

んばり、校舎も自分の心の中もピカピカに磨いて、さらにきれいにし

てほしいと思います。 

この度家に持ち帰った「そうじがんばり賞」の賞状は、子どもた

ちの「努力の結晶」です。ご家庭でもぜひ手にとってご覧いた

だき、「すばらしい！」「よくがんばったね。」などと大いに

ほめてあげてください。本年度のがんばりが、次年度のがんば

りにつながっていきますように‥。 

 

 

 そうじもがんばりました! ～「努力の結晶」～ 

「そうじがんばり賞」に輝いた人 

    ２学期５４名 → ３学期６２名(＋８) 

 

「年間そうじがんばり賞」(１～３学期、1年間そうじをがんばり続けた人)  

    計４５名 

 

 

多くの人が「そうじがんばり賞」 

に輝きました。 



                                     

 

  

３月１３日(水)、「青少年を見守り育てる学習会」(ＰＴＡ・青推協研修会)が浜坂多目的集会施

設で開催されました。 

今回は、「生まれてきてくれてありがとう～子ど

もに伝えるいのちと性～」と題して、一般社団法人 

鳥取県助産師会「いのちの大切さ伝え隊」の平井和

惠氏、本家勇子氏、市野優枝氏から、ご指導いただ

きました。 

助産師の皆さんは、中学生を対象に「いのちがど

んなふうに誕生するか」について指導することも

あるそうです。 

その内容を、約３０分の短縮バージョンでお話していただきました。図や写真、模型等を見せて

いただきながら、分かりやすく教えていただきました。出産の場

面では、赤ちゃんの産声も聞かせていただきました。 

 子どもたちに伝えたいこと‥心に残ったお話をいくつかご紹

介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「いのちの大切さ」について、改めて深く考える 

ことができました。子どもたちにもそれぞれの立場で 

伝えていきたいですね。助産師の皆さん、ご指導いただき、ありがとうございました。 

 いのちの大切さ! ～「青少年を見守り育てる学習会」～ 

・「生まれてきてくれてありがとう。」 

・「お母さんもがんばったけど、一番がんばったの

はあなた自身です。」 

・「あなたの誕生は、みんなに幸せと喜びを与えて

くれます。」 

・「あなたは、みんなから待ち望まれて生まれてき

たのです。」 

・「いのちがけで生まれてきました。」 

・「生きているだけで１００点満点です。」 

 

・「わたしの心と体はわたしだけのもの」 

・プライベートゾーン(水着でかくれる所＋くち

びる)について教えておく。 

・人に見せたり、触らせたりしない。 

・人のを勝手に見たり、触ったりしない。 

・写真を撮らせない、勝手に撮らない。 

・繰り返し伝えること。 

 

 

・子どもを性暴力の被害者にも加害

者にも傍観者にもさせないため

に、いのちの安全教育を‥。 

・自分だけの大切な所を触られて、

いやな気持ちになったら、「いや

だ!」と言おう。にげよう。安心で

きる大人にお話しよう。 

・親密さの１２段階。親密になるに

は順序があること。 

・「同意」と「合意」とは違う。 

 

 
・性は大切ないのちがかかってい

る。自分の責任がともなう。 

・自分のいのちも、相手のいのちも

大切にする。 


